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鰊今年艤 絞攣 隧鸞褥雉会 校学 行事 全の てが実施できた !

校長 川上 智

委 皆員 様 常 「 のの には、 に ど ような に子供 育つ

ほし か」「て いの どのような学校であ てほしつ い

」 念頭 「のか を に、 そ た う るの めにはど す のか」

考 発を え 言 いこ を ただきました。高南中 そと の

域地 十分 解を に理 され るがてい に「故 高南中だ

そ 」 つい のこ沢 助からこ できること に て 山 言も

いただきま 。学校 育した の てたい 供像、子 目指

す学 の校像 構想 受を け き 委員止めていただ 、 の

皆様にはそのビジョン 校学 関係をもとに、 に す

るすべ 方 学校 共 進 歩ての 々と が、 に むための み

力強 支援 ていを く し ただきました。この一年間

熟議の に厚く感謝申 げし上 ます。ありがとうこ

いざ ました。

高南 運営中学校学校 協議会会長 堀内一男

高南中 の「 運営 会学校 学校 協議 」 (コミュニ

スティ クール=CS)は、指定を受けてから2年半

になりま 間 の多 卒業 域のす。この 、 く 生や地 想

い 大切を に、コロ 禍 克服 徒 安ナ を し生 たちが 心

安全 学 学校べ づ 進に る くり 邁 れ い 先に さ て る 生

方 感謝 校に なが 学 支援 参し ら、 を して りました。

特 今年度 運動会 修学旅行に は、 、 、合唱祭、

教 等 中 校 いキ 室 学 活 思 出 核ス ー 々 生 の の になる

行 の てが、 生 の工 とこ で諸 事 全 先 方 夫 努力 実施

きま 嬉こ いこで した。 んな し と|まありません。

校 営学 運 協議会 協議内 報容 全 告の の てを でき

ま が 会 雰囲気 感 取つていせん 、 の を じ ただけれ

幸いでば す。

令和 3年度 学校運営協議会委員



″今ヽ きで ることを二人 て よに ポ を
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校

初 予定さ てい当 、 れ た修学旅行は 5

。月下 染 拡旬 感 症 大 9月 旬により 上 に

延期 れま がさ 延期 宿さ した らに 。 のこ

好意 キヤンセ 料 発によリ ル が 生しな

つ やか たため、 とつ 10月 に中 修旬 学

旅行 出 こに かける とができました。

コロ 禍 あつ 子修学旅行 我 参加ナ に て、 に が を させる

に、こと の保 様 不多く 護者 皆 安 感 れら い

と い思 私ます。 もそうでした。

しかしながら、 の修 旅行 育 義学 教 的意 考 時を えた に、

た 校学 活 常 活 様 場の 々 でま 、なによりも 生 や日 生 な 面 、

ース にも教 行キ 室 けず 生1年 3月 つ 我慢の からず と を

強いられてきた 、修 への中 学旅行 期待 私など、 はその

たちの子供 情 推 量つたと 、 染症対策心 を し き 感 をしつ

修 旅行 行 決かりとして に と に め、 重な学 く 心 度 る延期

て経 実施を に至りました。

学 無事修 旅行 帰つ 子供 皆一様から てきた たちが、 に

楽 つ 行 良 つ つし た、 こと で て と てか く が き か た 言 くれ

時 嬉 つた には、とても しか たです。

の 幹帰 新 線 事故り が により2時間近く遅れました。

子 京当 、 たちは で い初 供 都駅 買 物 時間をする が増え喜

い つ いや 思 り込乗 車内んで ましたが、 との で んだ では

疲とて てい 様も れ る でした。 高子 東 円寺 駅 着の いに た

午後 回 記憶のは 9時を つていたと しています。

校長 して 日となると 9回 この の学 行 画修 旅 段階、企 か

終了 べ が、 つら までのす て にと て にも心 る私 最 残 修学

旅行 忘れであり、 る とのなこ い 学修 旅行となりました。

□江 幸子 (梅里―丁目町会会長)

校内 ローに とス と の階段 先入る プ に

玄関 私 この眺 好があります。 は めが き

です。 にはい と校 内 子供 元気舎 る が よ

よい て挨拶 れく心地 をし く ます。高南

生の さんの は中 徒 好感度 気持 和ちを ま

せ れてく ます。

は びの と に 生 の で、学 学 共 団 活 道 。校 場 集 中 徳 社会

ーのル ル・ 一多様性 子供 人 のなど、 ひとり 、個性 価値

違う多観 様 子供 にが な たちが互い め い、認 合 心豊かな

い 場所 校居 地 良 居 学 活 送つ い心 の として 生 を てほし と

願つ いて ます。

昔 校違 今 学 地域 体一 つと い は と と ていが な ます。

校 ーを す 体制サポ ト る も整つ い 難

… 思いのでは と ます。

で 止が 1 容 や係 中 回 内 変更 行事参観

協ヽ と議 活動内容をまとめました。

中 年の は学 令 身共 成長生 心 に著しく ますし 。そんな

長 j‖上 智 子供を学校、家庭、地域が同じ方向を向いていくこと

が 供の子 人格形成 育を く 思い いんで と ます。

コロ つ 奪わ のは沢ナによ て れたも 山あるか 思いと ま

コロ 禍す。 ナ れ 経験 こ つ 対応でこ まで して なか た 、色

な制約 課 れ 中 学々 が さ て る 、 び こい で を止める となく、

子供たちに きる り 教 験で の と を限 育 体 作つていただい

い 感謝いて ることに たします。

のの が を じ て た 道徳 授業

木村 房代 (学校支援本部高南会)

11月の 日 道 授学校公開 徳 業に の を

参観しました。

1年、 参観 回2年と して り3クラス

20分 つ見 う 欲張つず よ と たために中

半端 終途 わに しま 後悔つて い していま

す。 をじ くり な1つ つ と し いと参観 結

果 い いらな と ました。 徳 業の はがわか 思 道 授 教科書が

各学年 題材 与 先あり にテ が え れ 生ーマと ら ていて がそ

れ つ沿 授業 い い進 く うに て を めて 、と ものでした。道

徳 い 各 先ス の ー が雰 気 顕と えども クラ 、 生 カラ や 囲 著

ーて マの切 導に出 、テ り□や 入 自分つ こによ ては の と

考え こ 導入 難として る とができたり、 が し 生徒いと の

反応 低が か たりし 盛り上が なか たりするつ て ら つ ので

し な ま れ難 思 道徳 解 いい と い した。 はこ が正 と うもの

い 担任 徒がな ので として生 と き う 、心で の向 合 中 交流

軸 素直 気持 ど 引 せ か、といを に な ちを れだけ き出 る う

思つ い いことにかか て ると ました。

また に 、 生 つ時 道徳 先 専科 いは は にと て ではな から

年 生 入つの の も て えば、学 副担任 先 行 任一 では担 人 拾

え 徒い い 意見 引な 生 の ろんな を き出したりくみ取つた

で ーマ でり きるし、テ を きる い共有 良 機会になるので

思い いはな かと ました。

年 改 つ 感 症 威は ま てもなお の は

続 新 コロ ウ ルス のき 型 ナ イ が世 を中 揺

り動 21年影響 度かした。その は の全

体国 テ ト 生ス の の は、カ 東京 中学 男子

46位、女子 力 数体 低下 値42位と の 。

勇女ともに全国 を 回り を平均 下 順位 下

コロげ る。 影響 問題てい ナの だけの すま れでは さ ない

学 気 す 現実 ろが るが はどうだ うか。

時 徒数 部 変化て ますが しさもある その の生 で 活も し、 ボーバレ ル・ー バ

ミン ン・ド ト 野球がなくなり 人気 バス、 の ケッ ・ト 卓球・
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10回の協議会 予定を しました。

心に る残 修学旅行

久しぶ の中学り 生

活 を部 動 見つめて

三林 津小 子 (利用 体協議者団 会会長)



躍進 ニめざましいソフ ストテ 、 の区 人 や新 戦 関東大会

と 関 幕 表出 正 の垂 にも てい場 門玄 れ れ る。

近 地 活また、 の には しい を届ける隣 域 動 楽 演奏 元気

るで い は、 20数明 吹奏 毎 名 均 人楽部 年 平 数の でコン

ール 素 ら い出場 晴 成績 収 い れク に し し を めて る。そ ぞ

れ 活 な部 動 様 形 幅広 分野の が 々 で い に 好奇飽くなき 心

を つて し、 で と の心 全な を持 挑戦 健康 体 健 成長 願いつ

つ 力 け体 付 順位 欲 い、 を て を上げて し 。

夫の っ工 あ た運動会

志 和達 雄 (和 三

運動会 前夜 雨6月 5日の は の が上

つ 運動会 和が て、 日 に なりま たがは し 、

コロナの「 での事態宣言 挙緊急 」下 行

は、 も も が山会場準備 競技方法 難題 積

つ 難 解題 決だ たはずです。この のため

校 一 つ 絞に、全 が とな て を る丸 知恵 努

力 憶こと にを重ねた が、 る な運記 残 素敵 動会 実現の に

導きました。

1つの競技 校 徒に全 生 をクラ 対抗 形 参戦ス の で させ

夫 分 走 「自 自身 る 苦手 友た工 は、 は のが でも、 と一級 体

責での は たす任 果 」行動意識 頑張 直結 はと りに した ず

です。

はお り祭 事的 象 運 会の が、 は例年 行 印 動 今年 染感 回

避 厳 制約下 開催され 運の しい で たことで、 の動会 行事

の的 原点 還つ い好 象目 に立ち たような、 々し が清 印 残

り 競技毎 見学席 父兄

不便 掛け こ 人数制限 ェンをお しましたが、 の がフ ス越

しの近隣住民見学者 大勢招 結果 つてを く にな 、高南中

域地 皆 見守 信が の さんに ら てい だと、 でれ る証左 確 き

嬉 つて しか たです。

学 支 「校 援本部 高南 の会」 活動

豊川 充子 (学 支援校 本部高南 本部会 長)

「度 会の の は、英・今年 高南 」 事業 数

国等 力の 、 ス学 補充 学期末 対策テ ト 自

習室、土 、曜授 支援 英 ・ ・業 検 漢検 数

の と検 実 試験 行つど て施 監督な を きま

、 生 年年度初 先 方 前 度した。 めに と の

今年 内や、 の重 などを課題 度 点 容 確認

して と に の 徒業内 考 共 多 参加事 容を える 、 く 生 が して

よ に 内容 確認 いくれる う それぞれの を して ます。また、

お い てい 部 師 ン講師 願 外 講 学 ィを し る や 生ボラ テ アと

協議をして、生 が し い徒 質問 雰 気作やす 囲 りを心がけ

い 集中 取 組 徒て ます。おかげさまで して む 、より 生 く

す
'生
同 で質問 徒 徒 教 姿 多 見らる生 、 士 えあう が く れま

一方気 点なる し 生 なるす。 に と ては、2年 に と参加人

数 減少 本人 申る や 意思 込が す こと の で し んだのではな

い 力 い集中 続 徒 見受 れためか が かな 生 が けら ます。「高

南会」 こ ら にれ 徒自身 学 興味としては、 か も生 が 習 を

つ自 を び 習面持 信 持 学 学 以外 個 自ち、 て 、 でも 々が 立

ー 続き う ポ ト 参で るよ にサ を けて ります。

新ホ ムペー ージ 専用と タブレット

増田 由巳子 (青 年少 委員)

4月 営運 協議会 学校 ホの で、 の ーム

ページ 担 者 中心 ニューが 当 を にり アル

伺 新こと い した しいされた を ま 。 ホー

ページ 「最 来 」近 出 事 写真ム は、 の が と

共 掲載 徒達 様子に され、生 な わの ど か

伝りや く え れ コロす ら ており、 ナ禍で

来校 「制限 中 情報 信さ 、 を して くが れる 発 場」い として

活用 れ い 構 」さ て ます。また、「GIGAス クール 想 で
度 途を目 進 れ 人 台端末」田 丁目東町会会長) 2023年 に めら ていた「一 一 が

コロ 禍 休臨時 校で ン ンナ による オ ライ 必要授業 性の が

高ま た か 配前倒 備つ こと ら、3年 しして されました。

使ット 方 問題GIGAタブレ の い や管理に は ?との委員
質問からの については、GIGAタブレ にはット 用利 制

限 つてお 同様がかか り、さらにSNSと に指導を行い、

はい で使 校 間 情方 長 報交換 行を な 進い がら めて るい こ

、そし り持 運 用 購入と て PTAよ ち び のパックを して

い 破損ただき、 する なく使用 い ここと できて る となど

利なく れ る問題 用 状況 つい 校川 長先さ てい に て 上 生よ

り 説明こ がありました。

前倒 導入 受 入 準備 効果 なしでの で、 け れ や 的 活用方

法 先 方 労 有など 生 苦 り 思つ いのこ もお だ たと ますが、

対 ン ン 八 「と ラ の ブリッ で がる しい面 オ イ イ ト 広 新 時

し び代 新 学 」 期待 すの い に していま 。

入れ替え 、 も 供 にたち り 生ました。 に の で に こ 子 寄 添う 活指導

峯  ネL子 (PTA会長)

な多感 思春期 中 子供の い たちに る 。

コロ 安定の ナ で、より な昨今 禍 不 情緒

多 感い こ いと ていのなかに る とも じ ま

学校す。 生活 い 供にお て、 たちが子 心

共身 安心安 過こせに 全に るよう、第 4

校回 営学 運 協議会 高南中では の生活指

へ導 取 組り 方 つい 協議 高南中の「の み に て しました。 生

活指導 ついての 本 「に 基 を確認 生し、 に 理方針」 特 徒 解」

「 の 「情報 共有」教師 複数対応 組織の による な的 対応」

「保護 携」者 連 強化 い こ 確認 しとの を して く とを しま た。

長 保護 供PTA会 として、また一 者として、子 たちや

保 が 心 を つて 校 に護者 安 感 持 学 活 送 必要生 を るため な

ことを え、 運営 をで い し、考 学校 協議会 思 共有 学校運

関営 わ こに る とができました。

コロく ナ で に 々長引 禍 教育活動 様 制限 中な がある 、

学 生。 。 ・護者 地校 徒 保 域 コ ニュ ー ヨシ ンの ミ ケ はよ

性要 持 お い 相り重 を ちます。 互 が 互理 を め、解 深 信頼

関係 築を く 子供 寄 添う 活指導ことが、 たちに り 生 につ

確信のと てい 一年間ながるも し ます。 ありが うこと ざ

いました。

生 の徒会 動 づ画 くり

内宮 康子 (青 年委少 員)

青少年 主な委員 活動 一つの の である ども子 地域活動
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校長 川上 智

委員 皆様 常 「の には、 に どの 子ような に供 育つ

てほ いの 」「 校 つ学 あ ほしし か どのような で て い

の 念」 頭 「か を に、 そのためにはどうするのか」

発を こ い 高南中 そ考え 言を ただきました。 と の

解 い地域 十分 れ るがを に理 さ て に「故 高南中だ

そ きる つからこ で こと に いて のこ助」 沢山 言も

いただ 学きました。 の てたい 、目校 育 子供像 指

す の構学校像 想 受を け止めていた 委員だき、 の

皆様 ビジヨにはその ンをもとに、 に校 関係学 す

べるす ての 々と方 学校 共が、 に ための歩進む み

力強 支援 いを く して ただきました。 のこ 一年間

の に熟議 厚 感謝申 ありが うく し上げます。 と こ

ざいました。

中学 学 運営高南 校 校 協議会会長 堀内一男

の「高南中学 学 運営校 校 協議会」 (コミュニ

テ スィ クール=CS)は、指定を受けてから2年半

になります。この 、 のく 生や業 域の間 多 卒 地 想

い 大切 コロ 禍 克服 徒を に、 ナ を し生 たちが安心・

校べ づ全に る りに さ てい 先安 学 学 く 邁進 れ る 生

方 感謝 ら 校 援 参学 支 りまに しなが 、 を して した。

に は、 修 旅行特 今年 動会 学 合唱祭度 運 、 、 、

ス ーキ 室 々 校 い 核生 の の にな教 等 中学 活 思 出 る

諸行事の全てが、 生 の工 とこ で先 方 夫 努力 実施

嬉できました。こん いこな し と|まありません。

校 協 協 内 報営 の の て で学 運 議会 議 容 全 を 告 き

ませんが、 の会 雰 気 感 取つ い囲 を じ て ただけれ

幸ば いです。

令和 3年度 学校運営協議会委員


